
法

律

平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
十
八
号

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
九
条
の
二
」
を
「
第
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
四
項
中
「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
」
を
「
前
条
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
五
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
五
条
第

一
項
各
号
」
を
「
第
十
五
条
各
号
」
に
改
め
、「
及
び
第
二
項
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第

十
一
号
」
を
「
第
十
五
条
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十
五
条
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
を
削
る
。

第
二
十
条
第
二
項
を
削
る
。

附
則
第
一
条
の
二
を
削
る
。

附
則
第
六
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
前
条
第
十
三
号
」
に
、「
第
十
五
条
第
一
項
各
号
（
第
十
二

号
及
び
第
十
三
号
を
除
く
。）及
び
第
二
項
各
号
」
を
「
第
十
五
条
各
号（
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
を
除
く
。）」に
、「
並

び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
第
六
項
中
「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
」
を
「
前
条
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
八
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
五
条
各
号
」
に
改
め
、「
、
第
七
号
」
を
削
り
、「
第

十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
を
「
第
十
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
」
に
、「
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
を
除
く
。）及
び

第
二
項
各
号
」
を
「
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
を
除
く
。）」
に
、「
業
務
並
び
に
」
を
「
業
務
及
び
」
に
改
め
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二
十
一
項
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
五
条
第
三
項
第
一
号
ハ
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
す
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
第
二
号
中
チ
を
削
り
、
リ
を
チ
と
し
、
ヌ
か
ら
タ
ま
で
を
リ
か
ら
ヨ
ま
で
と
す
る
。

附
則
第
十
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
三
条

削
除

附
則
第
十
四
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
勘
定
の
歳
入
及
び
歳

出
の
特
例
等
）」を
付
し
、
同
条
中
「
第
八
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ヲ
及
び
カ
」
を
「
第
八
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ル

及
び
ワ
」
に
、「
、
第
八
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ヲ
」
を
「
、
同
号
ル
」
に
、「
同
号
カ
」
を
「
同
号
ワ
」
に
改
め
る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

環
境
大
臣

大

珠
代

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
業
務
の
特
例
）

第
二
条

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
機
構
」

と
い
う
。）は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
第

十
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
債
権
の
回
収
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
国

立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て「
新
法
」と
い
う
。）

第
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
当
該
債
権
の
管
理
及
び
回
収
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
同
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、新
法
第
二
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

機
構
に
係
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
に
お
け
る
主
務
大
臣
及
び
主
務
省
令
は
、
当

該
業
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
並
び
に
経
済
産
業
省
令
・
環
境
省

令
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
同
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
新
法
第
十
七
条
第
二
号
中
「
関
す
る

業
務
」
と
あ
る
の
は
「
関
す
る
業
務
並
び
に
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
八
号
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一
号
に
お
い
て
「
改

正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
（
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
五
条
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
業
務
の
う
ち
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
こ
の
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
債
権
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」と
、
新

法
第
二
十
七
条
第
一
号
中
「
第
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
及
び
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
」
と
、
附
則

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
八
十
八
条
第
一

項
第
二
号
中
「
ヨ

附
属
諸
費
」
と
あ
る
の
は
「
ヨ

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

タ

附
属
諸
費

機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
要

す
る
費
用
」
と
す
る
。

踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
十
九
号

踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
踏
切
道
改
良
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
」
に
、「
立
体
交
差
化
、
構
造
の
改
良
（
踏
切
道

に
接
続
す
る
鉄
道
又
は
道
路
の
構
造
の
改
良
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）、
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
（
横
断
歩
道
橋
そ

の
他
の
歩
行
者
又
は
自
転
車
が
安
全
か
つ
円
滑
に
鉄
道
を
横
断
す
る
た
め
の
立
体
的
な
施
設
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省


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